<V>国際連携 by 松下, 佳代 et al.
Title<V>国際連携
Author(s)松下, 佳代; 飯吉, 透; 酒井, 博之; Wijerathne, Isanka








CPEHE Annual Report 2017


































































































CPEHE Annual Report 2017
Center for the Promotion of Excllence in Higher Education, Kyoto University Ⅴ．
 国際連携
会議名称 AEARU Symposium on Teaching and Learning
（http://www.shss.ust.hk/conferences/2018-01-05-AEARU-teaching-and-learning/）
期間・場所 2018年1月5～6日、香港科技大学（香港）
















基調講演 “How to Update Existing Higher Education?”
　　Ben Nelson（Founder, Chairman, and CEO, Minerva schools at KGI）
休憩
対談 “Open Educational Innovation: Creative Destruction or Destructive Creation?”
　　Ben Nelson × 飯吉 透　
パネルディスカッション
　モデレーター：飯吉 透
　指定討論者： 君和田 卓之 （三井物産サービス事業部ヒューマンキャピタル事業室長）
 松下 佳代 （京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
　パネリスト： Ben Nelson





（1）AEARU（The Association of East Asian Research Universities : 東アジア研究型大学協会）
　本シンポジウムでは2日間に渡って、AEARU加盟校におけるオンライン教育に関する優れた取り組みや課題について、各大学のアド
ミニストレーターを中心に情報・意見交換が行われました。京都大学参加者は、初日の全体セッション“Training Program Sharing 
on Teaching and Learning Using On-Line Resources”で司会を務め、“Promoting the Creation, Use and Re-Use of 





会議名称 2017 edX Global Forum （http://globalforum.edx.org）
期間・場所 12月5～6日、Fairmont Chateau Whistler（カナダ）














（2） edX Global Forum
会議名称 2017 Open edX Conference （https://con.openedx.org/）
EMOOCs 2017
期間・場所 5月22～26日、マドリード・カルロス３世大学（スペイン）
参 加 者 Isanka Wijerathne
　今回のOpen edXカンファレンスは、欧州
のMOOC関係者が集うEMOOCsカンファ
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会議名称 2017 Open edX Conference （https://con.openedx.org/）
EMOOCs 2017
期間・場所 5月22～26日、マドリード・カルロス３世大学（スペイン）
参 加 者 Isanka Wijerathne
　今回のOpen edXカンファレンスは、欧州
のMOOC関係者が集うEMOOCsカンファ
レンス（European MOOCs Stakeholders 
Summit）との合同開催で、スペインのマド
リード・カルロス３世大学がホストとなって
開催されました。Open edXカンファレンスの
参加者は約400名で、主にOpen edXの開発
者、技術者、教育研究者、Open edXの関連企
業などが参加しており、日本からは東京工
業大学、大阪大学、慶応大学の関係者が参加していました。私は、特にテクノロジー面やMOOC・Open edXに関連するセッションを中心に参加
しました。特に初日のチュートリアルセッションでは、京都大学におけるOpen edX導入に関してedXの関係者から貴重な情報を得る機会
となりました。
　また、同時開催のEMOOCsカンファレンスにも参加でき、edXとは異なるMOOCプロバイダの関係者から情報を得るなど新たな経験がで
きました。
（Isanka Wijerathne、訳：酒井 博之）
（3）Open edX Conference
